
日
本
の
古
代
の
文
献
と
中
国
口
語

後

藤

昭

雄

は
じ
め
に

１
）

古
代
の
日
本
に
お
け
る
文
献
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
性
格
の
も
の
が
あ
る
。
大
き
く
分
け
れ
ば
歴
史
史
料
と
文
学
作
品
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
が
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
た
語
彙
も
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
性
格
の
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
、
中
国
に
お
い
て
本
来
話
し
言

葉
で
あ
っ
た
口
語
（
俗
語
）
が
あ
る
。
そ
の
中
国
口
語
を
め
ぐ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
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一

文
章
を
表
記
す
る
に
当
た
っ
て
、
中
国
口
語
を
使
用
す
る
際
に
は
、
そ
れ
を
自
覚
し
、
そ
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

平
安
初
期
の
入
唐
僧
の
一
人
、
円
珍
の
在
唐
記
で
あ
る
『
行
歴
抄
』
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
大
中
七
年
（
八
五
三
）
十
二
月
十
五

日
条
は
、
内
容
そ
の
も
の
が
衝
撃
的
な
話
で
あ
る
。
や
は
り
共
に
日
本
か
ら
の
入
唐
僧
で
あ
る
が
、
円
載
は
円
修
に
怨
み
を
懐
き
、

新
羅
僧
を
雇
っ
て
彼
を
毒
殺
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
失
敗
に
終
わ
る
。

便
新
羅
却
来
曰
、「

他
不
著
（
他かれ
を
お

ふ
も
著いた
ら
ず
）」。
載
曰
、「

耐
、

耐

和
言
阿
奈
祢
太
、々

々
々
々

」。

新
羅
僧
が
帰
っ
て
き
て
、「
追
い
か
け
た
が
、
だ
め
だ
っ
た
」
と
報
告
す
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
円
載
の
反
応
が
「

耐
」
の
語
で

表
現
さ
れ
、
こ
の
語
は
日
本
語
で
言
え
ば
「
阿
奈
祢
太
（
あ
な
ね
た
）」
で
あ
る
と
補
足
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
部
分
、

に
入
れ

た
が
、
原
文
で
は
双
行
注
で
あ
る
。「
あ
な
ね
た
」
は
感
動
詞
の
「
あ
な
」
と
「
ね
た
し
（
妬
し
）」
の
語
幹
の
「
ね
た
」
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
「

耐
」
は
文
脈
に
即
し
て
い
え
ば
、「
ち
く
し
ょ
う
」
と
い
う
の
が
当
た
る
だ
ろ
う
。

「

耐
」
は
口
語
で
あ
る
。『
詩
家
推
敲
』
に
、

耐
ハ
俗
語
。
忿
怒
之
辞
。

耐
一
双
窮
相
眼
、
不
堪
花
卉
在
前
頭
崔
魯

コ
レ
ナ
リ
。

と
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
記
し
て
は
い
な
い
が
、
円
珍
は
「

耐
」
が
口
語
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。「
和
言
阿
奈
祢
太
」
と
注
記
を

加
え
た
の
は
そ
れ
故
で
あ
る
。
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大
江
匡
房
の
編
纂
に
な
る
『
続
本
朝
往
生
伝
』
所
収
の
寛
印
伝
に
も
、
口
語
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

伝
に
寛
印
の
師
の
源
信
に
つ
い
て
記
述
が
あ
る
。
源
信
は
敦
賀
に
出
向
い
て
宋
か
ら
来
朝
し
た
朱
仁
聡
に
会
い
、
言
葉
を
交
わ
す

が
、
そ
の
朱
仁
聡
の
言
で
あ
る
。

又
曰
、「
取
国
信
物
三
五
奉
之
」

三
五
者
彼
朝
之
語
、
如
此
間
称
一
両
、
先
是
、
僧
都
至
弘
決
今
文
依
此
略
三
五
字
所
、
古
賢

之
義
相
叶
、
僧
都
義
曰
、
如
謂
一
両
、
此
詞
也
叶

。

又
曰
は
く
、「
国
の
信
物
三
五
を
取
り
て
奉
る
」
と
。

三
五
は
彼
の
朝
の
語
に
し
て
、
此こ
間こ
に
一
両
と
称い
ふ
が
如
し
。
是
れ
よ

り
先
、
僧
都
、
弘
決
の
「
今
文
依

此
略

三
五
字

」
の
所
に
至
り
て
、
古
賢
の
義
相
叶
は
ず
。
僧
都
義と
き
て
曰
は
く
、
一
両

と
謂
ふ
が
如
し
と
。
此
の
詞
ま
た
叶
へ
り

。

で
括
っ
た
部
分
は
、
原
文
で
は
二
行
割
書
で
、「
三
五
」
に
つ
い
て
の
注
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
三
五
」
と
い
う
の
は
宋

の
言
葉
で
、「
此
間
」
で
は
「
一
両
」
と
い
う
と
説
明
し
て
い
る
。「
此
間
」
に
つ
い
て
は
次
に
取
り
上
げ
る
が
、
こ
の
文
は
そ
の
き

わ
め
て
見
や
す
い
例
で
あ
る
が
、
中
国
に
対
し
て
日
本
を
い
う
。
つ
ま
り
「
三
五
」
と
は
我
が
国
の
「
一
両
」
の
意
味
で
あ
る
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
な
お
、「
弘
決
」
は
湛
然
の
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
で
、
こ
の
書
に
も
「
三
五
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
付

け
加
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
注
を
加
え
て
い
る
の
は
、
こ
れ
が
普
通
の
文
章
語
と
は
違
う
特
別
な
用
語
と
意
識
し
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
は
そ
の
こ
と
を
よ
く
示
す
場
面
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
宋
人
の
発
言
の
な
か
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
三
五
」
の
意
味
は
、
こ
こ
に
説
く
よ
う
に
、
一
二
あ
る
い
は
二
三
、
若
干
で
あ
る
。『
漢
語
大
詞
典
』
に
は
「
約
挙
之
数
、
表
示

数
目
不
多
」
と
説
明
す
る
。

他
の
用
例
を
挙
げ
る
と
、
寒
山
の
詩
に
、
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三
五
痴
後
生

三
五
の
痴おろ
か
な
る
後
生

作
事
不
真
実

事
を
作な
す
に
真
実
な
ら
ず

が
あ
り
、
中
国
詩
人
選
集
『
寒
山
』（
入
矢
義
高
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）
の
口
語
訳
に
「
幾
人
か
の
阿
呆
な
若
も
の
」
と
い

う
。
ま
た
白
居
易
も
用
い
て
い
る
。「
対
鏡
吟
」（『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
一
）
に
、

少
於
我
者
半
為
土

我
よ
り
少わか
き
者
も
半
ば
は
土
と
為
り

墓
樹
已
抽
三
五
枝

墓
樹
已
に
抽
ん
づ
三
五
の
枝

と
あ
り
、
新
釈
漢
文
大
系
『
白
氏
文
集
』
九
（
岡
村
繁
注
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
の
通
釈
に
「
三
四
本
の
枝
」
と
い
う
。

日
本
の
文
献
に
は
用
例
が
少
な
い
が
、
空
海
の
「
五
部

羅
尼
問
答

宗
秘
論
」（『
弘
法
大
師
全
集
』
第
二
輯
）
の

真
言
教
殊
勝

真
言
の
教
へ
は
殊
勝
な
り

諸
乗
非
妙
理

諸
乗
は
妙
理
に
非
ず

為
断
衆
心
疑

衆
心
の
疑
ひ
を
断
た
ん
が
為
に

略
引
於
三
五

ほ
ぼ
三
五
を
引
か
ん

は
、
そ
の
稀
少
な
一
例
で
あ
る
。

二

前
節
で
「
三
五
」
の
用
例
が
見
え
る
も
の
と
し
て
引
い
た
『
続
本
朝
往
生
伝
』
の
寛
印
伝
に
は
、
ま
た
「
此
間
」
と
い
う
語
が
用
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い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
語
も
ま
た
口
語
で
あ
る
。
こ
の
語
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
こ
の
語
の
訓
み
で
あ
る
。
例
え
ば
『
続
本
朝
往
生
伝
』
の
日
本
思

想
大
系
本
（
大
曾
根
章
介
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）
は
「
こ
の
間
」
と
訓
読
す
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の

語
に
つ
い
て
の
専
論
で
あ
る
、
池
田
証
寿
「「
カ
シ
コ
（
彼
間
）」
と
「
コ
コ
（
此
間
）」
｜
因
明
大
疏
抄
に
見
え
る
肝
心
記
の
佚
文

｜
」（『
国
語
学
』
一
五
五
集
、
一
九
八
八
年
）
が
論
の
出
発
点
と
し
て
挙
げ
る
「
肝
心
記
」
の
佚
文
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

案
云
、
彼
間
者
俗
語
也
倭
言
加
之
去

此
間
者
俗
語
倭
言
挙
去

「
此
間
」
が
俗
語
（
本
稿
で
い
う
口
語
）
と
し
て
用
い
ら
れ
た
時
の
意
味
を
日
本
語
で
言
え
ば
「
挙
去
（
こ
こ
）」
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。「
此
間
」
に
俗
語
（
口
語
）
と
し
て
の
用
法
が
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
訓
み
を
明
記
し
た
、
ま
こ
と
に
貴
重
な
資
料

で
あ
る
。
な
お
『
類
聚
名
義
抄
』
に
も
「
此
間
コ
ヽ

」
と
あ
る
。

訓
み
を
確
定
し
て
も
う
一
度
、
寛
印
伝
の
文
章
に
戻
る
。

三
五
は
彼
の
朝
の
語
に
し
て
、
此こ
間こ
に
一
両
と
称い
ふ
が
如
し
。

こ
の
一
文
は
「
此
間
」
と
い
う
語
が
、「
彼
朝
」、
宋
（
中
国
）
に
対
し
て
、
日
本
を
指

２
）

す
語
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
示
す
例
で
あ
る
。

も
う
一
例
挙
げ
て
お
こ
う
。

平
城
天
皇
の
皇
子
、
高
岳
親
王
は
嵯
峨
天
皇
の
即
位
に
伴
っ
て
皇
太
子
と
な
る
が
、
い
わ
ゆ
る
薬
子
の
変
が
起
こ
る
に
及
ん
で
廃

さ
れ
、
出
家
し
て
、
真
如
と
号
し
、
の
ち
貞
観
年
間
に
入
唐
す
る
。
そ
の
こ
と
を
記
録
し
た
「
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
」（「
入
唐
五
家

伝
」『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
一
三
巻
）
に
、
貞
観
四
年
七
月
の
出
発
時
の
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
次
の
一
文
が
あ
る
。

師
、（
絃ママ
張）
支
信
・
金
文
習
・
任
仲
元

三
人
並
唐
人

・
建
部
福
成
・
大
島
智
丸

二
人
並
此
間
人

。
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梶
取
五
人
の
う
ち
、
三
人
は
唐
人
で
、
二
人
は
日
本
人
で
あ
る
と
注
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、「
此
間
人
」
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
口
語
と
し
て
の
漢
語
「
此
間
」
に
基
づ
い
た
、
中
国
に
対
し
て
日
本
を
い
う
「
こ
こ
」
と
い
う
語
が
成
立
し
た

が
、
こ
の
語
は
『
源
氏
物
語
』
に
取
り
入
れ
ら

３
）

れ
る
。

「
梅
枝
」
の
巻
、
入
内
す
る
明
石
姫
君
の
た
め
に
源
氏
が
自
ら
書
い
た
草
子
の
料
紙
に
つ
い
て
の
評
で
あ
る
。

唐
の
紙
の
い
と
す
く
み
た
る
に
、
草
書
き
た
ま
へ
る
、
す
ぐ
れ
て
め
で
た
し
と
見
た
ま
ふ
に
、
高
麗
の
紙
の
、
膚
こ
ま
か
に
和

う
な
つ
か
し
き
が
、
色
な
ど
は
は
な
や
か
な
ら
で
、
な
ま
め
き
た
る
に
、
お
ほ
ど
か
な
る
女
手
の
、
う
る
は
し
う
心
と
ど
め
て

書
き
た
ま
へ
る
、
た
と
ふ
べ
き
方
な
し
。
見
た
ま
ふ
人
の
涙
さ
へ
水
茎
に
流
れ
そ
ふ
心
地
し
て
、
飽
く
世
あ
る
ま
じ
き
に
、
ま

た
こ
こ
の
紙
屋
の
色
紙
の
色
あ
ひ
は
な
や
か
な
る
に
、
乱
れ
た
る
草
の
歌
を
、
筆
に
ま
か
せ
て
乱
れ
書
き
た
ま
へ
る
、
見
ど
こ

ろ
限
り
な
し
。（

４
）

三
｜
4
）

「
唐
」「
高
麗
」
に
対
し
て
日
本
を
「
こ
こ
」
と
い
う
。
ま
た
「
若
菜
上
」
に
も
用
例
が
あ
る
。
二
例
が
あ
る
が
、
一
つ
は
朱
雀
院

が
行
う
女
三
宮
の
裳
着
の
た
め
の
準
備
の
さ
ま
を
述
べ
る
な
か
に
あ
る
。

御
し
つ
ら
ひ
は
、
柏
殿
の
西
面
に
、
御
帳
、
御
几
帳
よ
り
は
じ
め
て
、
こ
こ
の
綾
、
錦
は
ま
ぜ
さ
せ
た
ま
は
ず
、
唐
土
の
后
の

飾
り
を
思
し
や
り
て
、
う
る
は
し
く
こ
と
ご
と
し
く
、
輝
く
ば
か
り
調
へ
さ
せ
た
ま
へ
り
。（
中
略
）
院
の
御
事
、
こ
の
た
び

こ
そ
と
ぢ
め
な
れ
と
、
帝
、
春
宮
を
は
じ
め
た
て
ま
つ
り
て
、
心
苦
し
く
聞
こ
し
め
し
つ
つ
、
蔵
人
所
、
納
殿
の
唐
物
ど
も
多

く
奉
ら
せ
た
ま
へ
り
。（
四
｜
42
）

唐
か
ら
の
舶
来
品
が
尊
ば
れ
、
自
国
の
製
品
は
貶
め
ら
れ
て
い
る
。
も
う
一
例
は
光
源
氏
の
四
十
賀
に
参
列
し
た
太
政
大
臣
へ
の

贈
物
に
つ
い
て
の
叙
述
に
見
え
る
。
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御
贈
物
に
、
す
ぐ
れ
た
る
和
琴
一
つ
、
好
み
た
ま
ふ
高
麗
笛
そ
へ
て
、
紫
檀
の
箱
一
具
に
唐
の
本
ど
も
、
こ
こ
の
草
の
本
な
ど

入
れ
て
御
車
に
追
ひ
て
奉
れ
た
ま
ふ
。（
四
｜
1
）

こ
こ
で
は
書
の
手
本
に
関
し
て
い
う
。

い
ず
れ
も
外
国
へ
の
対
称
と
し
て
の
日
本
を
「
こ
こ
」
と
い
う
。
先
に
あ
げ
た
『
続
本
朝
往
生
伝
』「
肝
心
記
」「
頭
陀
親
王
入
唐

略
記
」
に
お
け
る
「
此
間
」
と
同
じ
用
法
で
あ
る
が
、
為
時
の
娘
は
「
こ
こ
」
と
い
う
語
が
こ
の
よ
う
な
来
歴
を
持
つ
語
で
あ
る
こ

と
を
意
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

三

私
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
日
本
の
古
代
の
漢
字
文
献
に
用
い
ら
れ
た
中
国
口
語
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
小
稿
を
草
し
た
こ
と
が

５
）

あ
る

が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
や
詩
を
正
し
く
読
む
た
め
に
と
い
う
意
図
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
視
点
か
ら
見
る
と
、
取
り

上
げ
て
検
討
す
べ
き
も
の
が
な
お
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』
延
暦
九
年
十
二
月
辛
酉
（
三
十
日
）
条
の
勅
に
次
の
一
文
が
あ
る
。

其
土
師
氏
惣
有

四
腹
。
中
宮
母
家
者
是
毛も
受ず
腹
也
。

土
師
氏
か
ら
分
か
れ
た
諸
氏
の
改
姓
を
語
る
、
日
本
史
学
で
は
周
知
の
史
料
で
あ
る
。
中
宮
は
桓
武
天
皇
の
生
母
の
高
野
新にい
笠がさ
。

こ
こ
に
「
母
家
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
は
「
母
の
家
」
と
訓
読
し
、「
中
宮
高
野
新
笠

を
生
ん
だ
土
師
氏
」
と
説
明
す
る
。
ま
た
東
洋
文
庫
本
（
直
木
孝
次
郎
他
訳
注
、
平
凡
社
、
一
九
九
二
年
）、
講
談
社
学
術
文
庫
本
（
宇
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治
谷
孟
著
、
一
九
九
五
年
）
も
「
母
親
の
家
」
と
口
語
訳
す
る
。
こ
れ
で
何
の
問
題
も
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
「
母
家
」
は
中

国
口
語
と
し
て
の
用
法
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

口
語
と
し
て
は
「
い
え
」
と
い
う
実
義
を
持
た
な
い
接
尾
辞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
一
つ
は
「
官
家
」「
郡
家
」「
駅
家
」「
寺
家
」

な
ど
、
公
的
（
そ
れ
に
準
じ
る
）
機
関
に
付
く
も
の
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
に
人
を
表
す
語
に
付
く
場
合
が
あ
る
。『
敦
煌
変
文
集
』

に
見
え
る
「
自
家
」「
他
家
」「
児
家
」、『
遊
仙
窟
』
の
「
誰
家
」
な
ど
で
、「
〇
〇
の
家
」
で
は
な
く
、
自
分
、
か
れ
、
私
（
女
の

自
称
）、
だ
れ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
日
本
の
史
料
で
は
、「
戸
令
」
25
（
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』）
に
「
女
家
」
の
例
が
あ
る
。
こ

れ
も
「
女
の
家
」
で
は
な
く
、
単
に
女
で

６
）

あ
る
。

口
語
と
し
て
こ
う
し
た
用
法
の
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「
母
家
」
も
母
の
家
で
は
な
く
、
母
と
い
う
意
味
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
こ
れ
以
上
の
論
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
〇
〇
は
〇
〇
腹
と
い
う
と
き
、「
母
の
家
は
」
と
い
う
よ
り
「
母
は
」
と
い

う
方
が
自
然
で
あ
る
と
い
う
だ
け
の
、
ご
く
常
識
的
な
言
語
感
覚
に
拠
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

頼
富
本
宏
文
・
永
坂
嘉
光
写
真
『
空
海
の
歩
い
た
道
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
三
年
）
は
、
写
真
を
中
心
に
、
空
海
の
著
作
か
ら
抄
出

し
た
要
句
を
添
え
て
、
空
海
が
歩
い
た
日
本
と
中
国
の
道
を
た
ど
り
つ
つ
、
ま
た
そ
の
生
涯
を
も
た
ど
っ
た
、
一
般
向
け
の
案
内
書

で
あ
る
が
、
中
国
浙
江
省
の
道
を
紹
介
し
た
個
所
に
、『
般
若
心
経
秘
鍵
』
の
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

医
王
の
目
に
は
途みち
に
触
れ
て
皆
な
薬
な
り
。
解
宝
の
人
は
鉱
石
を
宝
と
見
る
。
知
る
と
知
ら
ざ
る
と
何た
誰れ
が
罪
過
ぞ
。

こ
れ
を
こ
の
よ
う
に
口
語
訳
し
て
い
る
。

優
れ
た
医
師
は
、
路
傍
の
草
か
ら
薬
草
を
見
出
し
、
宝
石
鑑
定
士
は
、
原
石
か
ら
宝
石
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
し
く

九〇



知
る
か
、
知
ら
な
い
か
は
、
そ
の
人
の
能
力
に
か
か
っ
て
い
る
。

ま
た
、
次
の
説
明
が
あ
る
。

と
く
に
「
医
王
の
目
に
は
途
に
触
れ
て
皆
な
薬
な
り
」
と
は
、
日
常
一
般
の
生
活
や
環
境
の
中
に
自
然
に
存
在
し
て
い
る
も
の

も
、
見
る
側
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
密
教
の
教
え
の
現
れ
と
し
て
解
釈
で
き
る
と
い
う
空
海
の
考
え
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。

疑
問
の
あ
る
個
所
は
「
途
に
触
れ
て
」
で
あ
る
。
原
文
は
「
触
途
」。「
路
傍
の
草
か
ら
」
と
わ
か
り
や
す
く
意
訳
さ
れ
て
い
る
が
、

基
本
的
な
と
こ
ろ
で
誤
っ
て
い
る
。
こ
の
「
触
途
」
は
口
語
で
あ
り
、
特
別
の
意
味
を
持
つ
。
そ
の
こ
と
は
先
行
研
究
に
学
び
つ
つ

以
前
に
述
べ
た
こ
と
が

７
）

あ
り
、
要
点
を
摘
む
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
は
「
触
｜
」
と
い
う
形
の
語
彙
と
し
て
統
一
的
に
捉
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
触
｜
」
の
語
に
つ
い
て
は
、『
詩
詞

曲
語
辞
例
釈
』
を
参
看
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
詩
詞
曲
語
辞

釈
』『
助
字
弁
略
』
の
「
触
処
」
に
つ
い
て
の
「
猶
云
、
到
処
或

随
処
也
」
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
、「
今
按
、
触
有
周
遍
義
。
且
不
限
触
処
一
詞
、
如
触
事
猶
言
事
事
、
凡
事
」
と
い
う
解
釈
を
提
示

し
て
、「
触
事
」「
触
物
」「
触
地
」「
触
塗
」「
触
景
」
の
用
例
を
列
挙
す
る
。
こ
こ
に
「
触
有

周
遍
義

」
と
い
う
、「
触
｜
」
の
語

を
統
一
的
に
捉
え
う
る
正
解
が
得
ら
れ
た
。「
あ
ら
ゆ
る
」「
す
べ
て
の
」
と
口
語
訳
で
き
よ
う
。

「
触
途
」
も
こ
の
一
つ
で
あ
る
。
空
海
は
他
の
文
章
で
も
近
似
し
た
表
現
を
し
て
い
る
。「
招
提
寺
の
達

文
」（『
続
遍
照
発
揮
性

霊
集
補
闕
抄
』
巻
八
）
に
、

心
暗
即
所
遇
悉
禍
、
眼
明
則
触
途
皆
宝
。

心
暗
け
れ
ば
即
ち
遇
ふ
所

悉
ことごとく

禍
な
り
、
眼
明
ら
か
な
れ
ば
則
ち
途
に
触
れ
て
皆
宝
な
り
。

と
あ
る
。
こ
の
例
も
考
慮
す
る
と
、「
触
途
」
の
「
途
」
は
必
ず
し
も
「
み
ち
」
を
意
味
し
な
い
が
、
当
面
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
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の
「
触
途
」
は
道
と
解
し
て
差
し
支
え
な
い
。「
道
で
目
に
す
る
も
の
す
べ
て
が
」
と
な
ろ
う
が
、「
す
べ
て
の
」
の
意
を
読
み
取
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

『
古
今
集
』
の
撰
者
の
一
人
で
あ
る
凡
河
内
躬
恒
の
家
集
『
躬
恒
集
』
に
、
例
外
的
に
漢
詩
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
延
喜
十
八
年

（
九
一
八
）
九
月
二
十
八
日
、
蔵
人
た
ち
が
行
っ
た
北
山
遊
覧
の
折
に
和
漢
兼
作
と
し
て
賦
し
た
七
首
で
あ
る
が
、
そ
の
一
首
に
本

稿
の
立
場
か
ら
論
及
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
は
「
晩
秋
遊
覧
、
同
じ
く
「
秋
景
閑
行
を
引
く
」
を
賦
す
。
各
お
の
一
字
を
分
か
つ
」
の
題
で
詠
じ
た
詩
歌
群
で
あ
る
が
、

そ
の
中
の
「
近
江
介
」（
藤
原
伊
衡
）
の
詩
で
あ
る
。
流
布
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
和
歌
文
学
大
系
『
貫
之
集
・
躬
恒
集
・
友
則
集
・

忠
岑
集
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
七
年
。『
躬
恒
集
』
の
校
注
は
平
沢
竜
介
。
以
下
「
大
系
」
と
略
称
）
に
拠
っ
て
そ
の
詩
を
掲
げ
る
。

錦
葉
銭
苔
列
次
逢

錦
葉
銭
苔
列れつ
次じ
に
逢
ひ

秋
遊
任
意
歩
疎
慵

秋
遊
意こころに
任
せ
て
歩
み
疎
慵
も
の
う

し

行
々
賞
得
群
山
色

行
々
賞
し
得
た
り
群
山
の
色

未
弁
紅
林
蓆
幾
峯

未
だ
紅
林
幾
峯
に
蓆し
く
を
弁
ぜ
ず

疑
問
の
あ
る
語
は
第
一
句
の
「
列
次
」
で
あ
る
が
、
こ
の
和
漢
兼
作
は
『
躬
恒
集
』
と
し
て
の
注
釈
だ
け
で
な
く
、
和
歌
史
研
究

に
お
い
て
注
目
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
論
究
が
あ
る
の
で
、
ど
う
解
さ
れ
て
い
る
か
、
合
わ
せ
て
見
て
お
こ
う
。

峯
岸
義
秋
「
躬
恒
集
の
和
漢
兼
作
と
聯
歌
」（『
平
安
時
代
和
歌
文
学
の
研
究
』
桜
楓
社
、
一
九
六
五
年
。
以
下
「
峯
岸
著
」）

工
藤
重
矩
「
藤
原
伊
衡
｜
重
代
の
歌
人
｜
」（『
平
安
朝
律
令
社
会
の
文
学
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
三
年
。「
工
藤
著
」）

九二



藤
岡
忠
美
・
徳
原
茂
美
『
躬
恒
集
注
釈
』（
貴
重
本
刊
行
会
、
二
〇
〇
三
年
。「
注
釈
」）

丹
羽
博
之
「
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
「
躬
恒
集
」
の
漢
詩
を
巡
っ
て
」（『
国
文
論
叢
』
三
九
、
二
〇
〇
七
年
。「
丹
羽
論
文
」）

第
一
句
の
「
列
次
逢
」
に
つ
い
て
、
工
藤
著
は
西
本
願
寺
本
の
「
訴
次
逢
」
の
本
文
を
採
り
、「
次
逢
を
訴
へ
」
と
訓
む
が
、
他

は
大
系
と
同
じ
く
他
本
で
校
定
し
た
「
列
次
逢
」
を
「
列
次
に
逢
ひ
」
と
訓
む
。
工
藤
著
は
訓
読
を
示
す
の
み
で
、
意
味
に
つ
い
て

は
何
も
触
れ
な
い
が
、
私
に
は
「
次
逢
を
訴
へ
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
に
な
る
の
か
、
よ
く
わ
か
ら

８
）

な
い
。
大
勢
は
「
列
次
に
逢

ひ
」
で
、「
並
ん
で
い
る
の
に
出
会
い
」（
大
系
）、「
次
々
と
姿
を
現
し
」（
注
釈
〔
口
訳
〕）、「
次
々
と
現
れ
る
の
に
出
会
う
と
い
う

の
で
あ
る
」（
注
釈
〔
語
釈
〕）、「
整
然
と
並
ん
で
い
る
の
に
出
会
い
」（
丹
羽
論
文
）
と
解
す
る
。

一
見
、
こ
れ
で
問
題
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
「
列
次
」
に
こ
だ
わ
っ
て
み
た
い
。

「
列
次
」
は
本
来
の
漢
語
で
、
順
序
、
序
列
の
意
で
あ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』『
漢
語
大
詞
典
』
と
も
に
同
じ
用
例
を
挙
げ
る
。『
淮

南
子
』
詮
言
訓
に
、

俎
豆
之
列
次
、
黍
稷
之
先
後
、
雖
知
弗
教
也
（
俎
豆
の
列
次
、
黍
稷
の
先
後
、
知
る
と
い
へ
ど
も
教
へ
ざ
る
な
り
）。

『
漢
書
』
巻
七
十
二
、
王
吉
伝
に
、

朕
以
君
有
累
世
之
美
、
故

列
次
（
朕
、
君
に
累
世
の
美
有
る
を
以
て
、
故
ことさらに

列
次
を
こ

え
し
む
）。

我
が
国
の
文
献
で
は
、『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
四
月
乙
卯
（
二
十
三
日
）
条
に
用
例
が
あ
る
。

始
制
、
五
位
已
上
同
位
階
者
、
因
年
長
幼
、
以
為
列
次
（
始
め
て
制
す
ら
く
、
五
位
已
上
の
位
階
を
同
じ
く
す
る
者
は
、
年
の
長
幼

に
因
り
て
、
以
て
列
次
と
為
せ
）。

い
ず
れ
も
名
詞
で
あ
る
。「
列
次
」
と
い
う
漢
語
は
こ
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
先
に
示
し
た
諸
家
の

日本の古代の文献と中国口語

九三



理
解
に
は
疑
問
を
感
じ
る
。「
並
ん
で
い
る
の
に
」
あ
る
い
は
「
現
れ
る
の
に
」
と
す
る
解
釈
は

名
詞
句
で
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
本
文
は
「
逢
列
次
」
と
い
う
語
順
で
あ
り
た
い
。「
列
次

逢
」
と
い
う
形
で
は
、「
列
次
」
は
副
詞
と
し
て
捉
え
る
の
が
素
直
な
理
解
だ
ろ
う
。

「
列
次
」
は
本
来
「
取
次
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
躬
恒
集
』
諸
本
に
「
取
次
」
と

い
う
本
文
の
も
の
は
な
い
。
意
改
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、「
列
」
と
「
取
」
は
草
体
で

は
紛
れ
や
す
い
（
図
版
①
参
照
）。
本
来
「
取
」
で
あ
っ
た
も
の
が
「
列
」
と
誤
読
さ

９
）

れ
て
「
列

次
」
と
い
う
本
文
が
出
来
上
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

取
次
は
こ
の
よ
う
な
語
で
あ
る
。

文
法
書
に
、『
詩
詞
曲
語
辞

釈
』『
詩
語
解
』『
文
語
解
』
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
『
詩
語
解
』
に
は

「
カ
リ
ソ
メ
ニ
、
カ
ツ
テ
ニ
」
と
訳
す
る
。『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
三
個
所
に
出
る
が
、
い
ず
れ
も
「
ミ
ダ
リ
カ
ハ
シ
」
と
訓
を
付
す
。

近
年
の
辞
書
と
し
て
『
角
川
大
字
源
』
に
拠
れ
ば
、

①
か
り
そ
め
に
。
ま
に
あ
わ
せ
に
。

②
し
だ
い
に
。
つ
ぎ
つ
ぎ
に
。

③
勝
手
に
。
み
だ
り
に
。

と
解
す
る
。
い
ず
れ
も
副
詞
で
あ
る
。

「
取
次
」
は
白
居
易
の
詩
に
屡
見
の
語
で

10
）

あ
る
。
白
詩
に
拠
っ
て
実
際
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

『
白
氏
文
集
』
巻
十
一
、「
東
坡
を
歩
む
」
に
、

九四
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北川博邦編『日本名跡大字典』
（角川書店、1981年）による



信
意
取
次
裁

意
に
信まか
せ
て
取
次
に
裁う
ゑ

無
行
亦
無
数

行
な
く
ま
た
数
な
し

東
の
堤
に
植
え
た
木
を
詠
む
。
先
の
①
の
意
で
も
あ
り
、
ま
た
③
で
も
あ
ろ
う
。

巻
十
八
、「
寒
食
の
江
畔
」
に
、

聞
鶯
樹
下
沈
吟
立

鶯
を
聞
き
て
樹
下
に
沈
吟
し
て
立
つ

信
馬
江
頭
取
次
行

馬
に
信
せ
て
江
頭
取
次
に
行
く

こ
れ
は
③
で
あ
る
。
岸
辺
を
勝
手
気
ま
ま
に
馬
を
進
ま
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
聯
は
『
千
載
佳
句
』
巻
下
、
春
遊
に
採
ら
れ
て

い
る
が
、
最
善
本
で
あ
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物

11
）

館
本
に
は
「
取
次
」
に
「
ミ
ダ
リ
ガ
ハ
シ
ク
」
の
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
。

巻
五
十
四
、「
東
城
の
桂
三
首
（
そ
の
一
）」
に
、

当
時
応
遂
南
風
落

当
時
応
に
南
風
を
遂
ひ
て
落
ち
し
な
る
べ
し

落
向
人
間
取
次
生

人じん
間かん
に
落
ち
て
取
次
に
生
ず

こ
れ
は
②
で
あ
る
。

平
安
朝
詩
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
『
躬
恒
集
』
以
前
に
は
用
例
が
な
い
。
大
江
匡
衡
（
九
五
二
｜
一
〇
一
二
）
の
『
江

吏
部
集
』
に
、「
三
月
三
日
、
左
相
府
の
曲
水
宴
に
侍
り
、
同
じ
く
「
流
れ
に
因
り
て
酒
を
汎うか
ぶ
」
を
賦
す
」（
巻
上
、
四
時
部
）
に
、

時
人
得
処
坐
青
苔

時
人
処
を
得
て
青
苔
に
坐
す

汎
酒
清
流
取
次
廻

酒
を
清
流
に
汎
ぶ
れ
ば
取
次
に
廻
る

②
「
つ
ぎ
つ
ぎ
に
」
の
意
で
あ
る
。

日本の古代の文献と中国口語
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平
安
末
期
の
『
本
朝
無
題
詩
』
に
は
三
例
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
一
例
の
み
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

12
）

2

三
月
尽
日
即
事

藤
原
有
信

久
在
閑
官
多
仮
景

久
し
く
閑
官
に
在
り
て
仮
景
多
し

不
妨
取
次
放
遊
頻

取
次
に
放
遊
す
る
こ
と
頻
り
な
る
を
妨
げ
ず

気
ま
ま
に
、
自
由
に
遊
ぶ
の
で
あ
る
。

「
取
次
」
は
こ
の
よ
う
な
語
で
あ
る
。

も
と
に
戻
っ
て
、
第
一
句
を
「
錦
葉
銭
苔
取
次
逢
」
と
校
定
す
れ
ば
、「
取
次
」
の
意
味
は
②
で
も
あ
り
、
③
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

秋
の
山
を
歩
い
て
行
く
と
、
紅
葉
や
苔
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
出
会
う
、
し
か
も
そ
の
紅
葉
や
苔
は
赤
、
黄
、
茶
、
緑
さ
ま
ざ
ま
な
色
彩
が

無
秩
序
に
つ
ぎ
つ
ぎ
に
現
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
い
う
の
が
「
取
次
」
で
あ
る
。

こ
の
詩
は
、
結
句
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
理
解
に
は
疑
問
が
あ
る
。
口
語
に
関
わ
る
問
題
で
は
な
い
が
、
こ
と
の
つ
い
で
に
述
べ

て
お
こ
う
。

こ
の
句
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
説
は
い
く
つ
か
に
分
か
れ
る
。
先
に
示
し
た
大
系
の
「
未
だ
紅
林
幾
峯
に
蓆し
く
を
弁
ぜ
ず
」
は
峯

岸
著
の
本
文
と
訓
読
を
襲
う
も
の
で
あ
る
。
丹
羽
論
文
も
「
未
だ
弁
へ
ず
紅
林
の
幾
峯
に
蓆
く
か
を
」
で
同
じ
。
注
釈
は
「
未
弁
仁

林
茅
幾
峯
」
の
本
文
に
拠
っ
て
、「
未
だ
仁
林
の
幾
峯
を
茅
と
す
る
か
を
弁
ぜ
ず
」
と
訓
み
、「
仁
徳
が
峯
々
の
ど
こ
ま
で
広
く
及
ん

で
い
る
か
量
り
知
れ
な
い
」
と
口
語
訳
す
る
が
、〔
語
釈
〕
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

こ
の
辺
り
本
文
を
判
読
し
難
い
。
底
本
（

13
）

西
本
願
寺
本
）・
建
本
（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
建
長
四
年
本
）
の
「
未
弁
仁
林
茅
幾

峯
」
と
す
れ
ば
「
慈
し
み
の
林
が
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
峯
々
を
覆
っ
て
い
る
か
見
当
も
つ
か
な
い
ほ
ど
だ
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
か
。
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「
茅
」
は
「
茅
土
」、
天
子
か
ら
与
え
ら
れ
た
領
地
の
こ
と
。
仁
徳
の
い
か
に
広
く
及
ん
で
い
る
か
を
い
う
。
し
か
し
こ
の
解
に

は
無
理
が
あ
り
、

と
し
て
、
大
系
の
解
釈

「
紅
葉
し
た
林
が
幾
つ
の
峯
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
か
明
ら
か
に
で
き
な
い
」
を
一
案
と
し
て
引
く
。
工

藤
著
は
本
文
を
「
未
弁
仁
林
第
幾
峯
」
と
し
、
こ
れ
を
「
未
だ
弁
ぜ
ず
仁

紅
）
林
第
幾
峯
」
と
訓
む
も
の
の
、
こ
う
い
う
。

結
句
は
能
く
訓
め
な
い
。「
仁
林
」
は
「
紅
林
」
と
す
る
伝
本
も
あ
り
、
仁
は
紅
の
草
体
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。「
第
」
は
写
本
で

は
草
冠
に
作
る
が
、
そ
の
字
で
あ
れ
ば
「
草
多
也
」（
新
撰
字
鏡
）
の
意
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
適
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
幾

は
平
仄
が
合
わ
な
い
。
原
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
伊
衡
の
失
で
あ
る
。（
三
一
八
頁
）

ま
ず
は
っ
き
り
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
第
五
字
を
ど
う
判
読
す
る
か
で
あ
る
。「
蓆
」「
茅
」「
第
」
と
区
々
で
あ
る
が
、

「
茅
」
と
す
る
本
文
は
、
前
に
も
用
い
た
『
日
本
名
跡
大
字
典
』
に
採
録
さ
れ
た
「
第
」
の
草
体
を
見
れ
ば
（
図
版
②
参
照
）、
こ
れ

が
判
読
を
誤
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
「
蓆
」
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
な
い
文

字
で
あ
る
。『
日
本
詩
紀
』
所
収
の
作
品
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
も
し
「
し
く
」
と
し
て
用
い
る
な

ら
「
席
」（
同
韻
）
で
十
分
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
工
藤
著
が
示
し
た
「
第
幾
峯
」
が
正
し
い
本
文
で
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
の
意
味
は
先
例
を

尋
ね
て
み
れ
ば
自
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

こ
の
詩
の
表
現
に
最
も
近
い
の
は
『
千
載
佳
句
』
巻
下
、
隠
逸
に
引
く
、
元

の
「
弊
務
を
罷
め
て
故

国
に
帰
ら
ん
と
思
ひ
、
知
友
に
寄
す
」
の

如
今
欲
種
韓
康
薬

如い
今ま
韓
康
が
薬
を
種う
ゑ
む
と
欲
す
る
も

日本の古代の文献と中国口語
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未
卜
雲
山
第
幾
峯

未
だ
雲
山
の
第
幾
峯
な
る
か
を
卜
せ
ず

で

14
）

あ
る
。
先
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
は
「
第
幾
」
に
訓
合
符
を
付
し
、「
イ
ツ
レ
」
と
訓
む
。
次
の
白
居
易
の
詩
も
近
い
。『
白

氏
文
集
』
巻
五
十
五
、「
劉
郎
中
の

姫
を
傷
む
に
和
す
」
の
後
聯
、

不
知
月
夜
魂
帰
処

知
ら
ず
月
夜
魂
の
帰
る
処

鸚
鵡
洲
頭
第
幾
家

鸚
鵡
洲
頭
第
幾
の
家
ぞ

「
第
幾
峯
」
を
解
釈
す
る
に
は
こ
の
二
例
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
も
唐
詩
に
「
第
幾
〇
」
の
例
は
散
見
す
る
が
、
や
や
異
色

の
例
を
付
け
加
え
て
お
く
。
円
仁
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
開
成
四
年
四
月
二
十
四
日
条
に
見
え
る
。

便
ち
聞
く
、
本
国
の
朝
貢
使
、
新
羅
船
五
隻
に
駕
し
、
莱
州
の
廬
山
の
辺
に
流
着
す
る
も
、
余
り
の
四
隻
は
去い
く
所
を
知
ら
ず

と
。
是
の
事
を
聞
く
と
雖
も
、
未
だ
是
れ
第
幾
の
船
な
る
か
を
詳
ら
か
に
せ
ず
。

上
述
の
こ
と
か
ら
、
結
句
は
「
未
だ
弁
ぜ
ず
紅
林
は
第
幾
い
ず
れ

の
峯
な
る
か
を
」
と
な
る
。

付
言
し
て
お
く
と
、『
躬
恒
集
』
所
収
の
漢
詩
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
本
文
、
訓
読
（
す
な
わ
ち
解
釈
）
と
い
う
基
本
的
な
点

に
お
い
て
検
討
す
べ
き
こ
と
が
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。

【
注
】

１
）

本
稿
で
は
平
安
時
代
も
含
め
て
古
代
と
い
う
。

２
）

先
に
引
い
た
「
肝
心
記
」
佚
文
の
「
此
間
」
は
直
接
的
に
日
本
を
指
す
例
で
は
な
い
。
池
田
論
文
に
い
う
、「
誤
解
の
な
い
よ
う
に

い
え
ば
、
佚
文
の
「
此
間
」
は
日
本
を
さ
す
例
で
は
な
い
。
し
か
し
私
は
、
日
本
の
こ
と
を
さ
す
「
此
間
」
の
用
法
を
考
慮
し
な
い
で
、

九八



こ
の
佚
文
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
」。
そ
う
し
て
「
肝
心
記
」
の
作
者
善
珠
の
著
作
お
よ
び
同
時
代
の
文
献
か
ら
、
日

本
を
指
し
て
「
此
間
」
と
す
る
例
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

３
）

も
ち
ろ
ん
『
源
氏
物
語
』
以
前
に
も
用
例
が
あ
る
。『
角
川
古
語
大
辞
典
』
は
、「
こ
の
国
。
こ
の
土
地
。
異
国
に
対
し
て
日
本
、
地

方
に
対
し
て
京
都
な
ど
を
さ
し
て
い
う
」
と
説
明
し
、『
土
佐
日
記
』
の
「
も
ろ
こ
し
も
こ
こ
も
お
も
ふ
こ
と
た
へ
ぬ
と
き
の
わ
ざ
と

か
」
を
用
例
と
し
て
挙
げ
る
。

４
）

小
学
館
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
の
巻
数
と
頁
数
。

５
）

１
「
平
安
朝
詩
文
の
「
俗
語
」」
『
語
文
』
四
八
輯
、
一
九
八
七
年
）、
２
「
律
令
の
中
の
中
国
口
語
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
二
六
四

号
、
一
九
八
九
年
）、
３
「『
続
日
本
紀
』
に
お
け
る
中
国
口
語
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
三
〇
〇
号
、
一
九
九
六
年
）、
４
「
常
識
の
陥

穽
」（『
日
本
歴
史
』
七
〇
四
号
、
二
〇
〇
七
年
）。

６
）

注
５
の
拙
稿
２
。

７
）

注
５
の
拙
稿
３
参
照
。

８
）

憶
測
で
あ
る
が
、「
次
逢
」
と
は
次
の
機
会
で
の
出
会
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
を
紅
葉
と
苔
と
が
訴
え
か
け
る
、
と
い
う
こ
と
か
。

９
）

工
藤
著
が
採
る
「
訴
」
と
い
う
本
文
の
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
当
該
の
文
字
が
ゆ
れ
が
生
じ
や
す
い
字
体
で
あ
っ
た
こ
と

を
も
の
語
る
。

10
）
『
躬
恒
集
』
の
漢
詩
に
白
居
易
詩
の
影
響
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
、
渡
辺
秀
夫
「
古
今
集
時
代
に
お
け
る
白
居
易
」（
白
居
易
研
究

講
座
『
日
本
に
お
け
る
受
容
（
韻
文
篇
）』
勉
誠
社
、
一
九
九
三
年
）
お
よ
び
先
掲
の
丹
羽
論
文
が
指
摘
す
る
。

11
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書
『
漢
詩
文
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
所
収
。

12
）

本
間
洋
一
『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
』
新
典
社
、
一
九
九
二
年
、
に
よ
る
。
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13
）

）
内
は
引
用
者
の
補
足
。

14
）

意
味
は
、
か
の
韓
康
に
倣
っ
て
薬
草
を
植
え
て
み
よ
う
と
思
う
が
、
さ
て
雲
に
覆
わ
れ
た
山
の
ど
の
峯
に
し
よ
う
か
。

一〇〇


